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解
説
・

志
村
　
和
俊

）

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
政
策
調
整
担
当
）
付
参
事
官
（
性
的
指
向
・ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
理
解
増
進
担
当
）
付
企
画
官

（

２　

法
律
の
趣
旨

本
法
で
は
、「
性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
が

必
ず
し
も
十
分
で
な
い
」（
第
１
条
）
こ
と
を
現
状

認
識
と
し
て
明
記
し
て
い
る
。
日
本
国
憲
法
は
、「
す

べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
」（
憲
法

第
13
条
）、「
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ

つ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門

地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に

お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
。」（
憲
法
第
14
条
）
と
規

定
し
て
お
り
、
性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
の
増

進
に
関
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
も
関
係
省
庁
、
地
方
公

共
団
体
、
事
業
主
等
に
よ
り
様
々
な
取
組
が
な
さ
れ

て
き
た
。
本
法
は
、
上
記
の
現
状
認
識
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ら
既
存
の
取
組
を
全
体
的
に
整
理
し
て
、
政
府

の
政
策
と
し
て
し
っ
か
り
と
し
た
位
置
付
け
を
与

１　

は
じ
め
に

性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
多
様
性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
に
関
す
る

法
律
（
令
和
５
年
法
律
第
68
号
、
以
下
「
本
法
」
と

い
う
。）
が
、
令
和
５
年
６
月
23
日
に
公
布
さ
れ
、

同
日
施
行
さ
れ
た
。
同
時
に
、
本
法
附
則
第
３
条
の

規
定
に
よ
り
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
11
年
法
律
第
89

号
）
が
改
正
さ
れ
、
第
４
条
（
所
掌
事
務
）
に
、「
性

的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多

様
性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
に
関
す
る
基
本

的
な
計
画
の
策
定
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
」
が
追

加
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、内
閣
府
政
策
統
括
官（
政

策
調
整
担
当
）
付
に
、
参
事
官
（
性
的
指
向
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
理
解
増
進
担
当
）
付
が

設
置
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、「
性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
の

増
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
つ
い
て
」（
令
和
５

年
６
月
23
日
内
閣
府
政
策
統
括
官（
政
策
調
整
担
当
）

通
知
）
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
、
本
法
の
条
文
に
沿

い
な
が
ら
、
国
会
審
議（

（
（

に
お
い
て
法
案
提
出
者
か
ら

説
明
さ
れ
た
こ
と
等
を
交
え
解
説
す
る
。

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、

筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
る
。

行
政
通
知
の
読
み
方
・
使
い
方

連
載

第
34
回
連
載

第
34
回

この連載では、自治体法務に
関わる行政通知を取り上げ、
通知の発出元に、発出の背景
や読み方、使い方などを解説
していただきます。

性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に

関
す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
つ
い
て

）

（
令
和
５
年
６
月
23
日
府
政
政
調
第
３
５
２
号
、
各
都
道
府
県
知
事
、

各
政
令
指
定
都
市
市
長
宛
、
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
政
策
調
整
担
当
）
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え
、
よ
り
良
い
形
で
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、「
相
互

に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社

会
の
実
現
」（
第
３
条
）
に
資
す
る
こ
と
を
基
本
理

念
と
し
た
、い
わ
ゆ
る
理
念
法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。

以
下
、
本
法
の
ポ
イ
ン
ト
を
７
点
紹
介
す
る
。

第
一
に
、
性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
精
神
を
涵
養

し
、
も
っ
て
当
該
多
様
性
に
寛
容
な
社
会
の
実
現
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
。

第
二
に
、「
性
的
指
向
」
及
び
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」に
つ
い
て
定
義
し
て
い
る
こ
と
。

第
三
に
、
基
本
理
念
は
、
日
本
国
憲
法
を
踏
ま
え

て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。基
本
的
人
権
の
享
有（
憲

法
第
11
条
）、個
人
と
し
て
の
尊
重
（
憲
法
第
13
条
）、

法
の
下
の
平
等
・
差
別
の
禁
止
（
憲
法
第
14
条
）
等

を
踏
ま
え
「
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な

が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
」
を
掲
げ
て
い
る
。

第
四
に
、
本
法
は
、
い
わ
ゆ
る
理
念
法
で
あ
る
こ

と
。
す
な
わ
ち
、罰
則
な
ど
を
科
す
こ
と
に
よ
り
個
々

の
人
々
の
行
動
を
制
限
し
た
り
、
ま
た
、
新
し
い
権

利
を
付
与
す
る
よ
う
な
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

第
五
に
、
施
策
の
実
施
状
況
の
毎
年
１
回
公
表
及

び
基
本
計
画
の
策
定
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る

こ
と
。

第
六
に
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
を
も
っ
て
構
成

さ
れ
る
「
性
的
指
向
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
理
解
増
進
連
絡
会
議
」
を
設
け
る
こ
と
と
し
て

い
る
こ
と
。

第
七
に
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
主
及
び
学

校
の
設
置
者
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
又
は
努
力
義
務
を
規

定
し
て
い
る
こ
と
。

３　

各
条
文
の
要
旨

（
１
）
目
的
（
第
１
条
関
係
）

本
法
は
、
性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
が
必
ず

し
も
十
分
で
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、「
生
き
づ
ら
さ

を
感
じ
た
り
、
心
配
を
さ
れ
て
い
る
方
々
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
」（
法
案
提
出
者
で
あ
る
新
藤
義
孝
・
衆
議

院
議
員
）
こ
と
を
立
法
事
実
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

国
会
審
議
に
お
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
と
お
り
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
が
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え

て
し
ま
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
同
時
に
、

全
て
の
国
民
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い

な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
に
は
、

性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

多
様
性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
を
図
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
法
は
、「
施
策
の
推
進
に

関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体

等
の
役
割
等
を
明
ら
か
に
」
し
、「
基
本
計
画
の
策

定
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
」こ
と
に
よ
り
、

「
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
精
神
を
涵
養
」
し
、
も
っ

て
「
多
様
性
に
寛
容
な
社
会
の
実
現
に
資
す
る
」
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

（
２
）
定
義
（
第
２
条
関
係
）

本
法
に
お
い
て
、「
性
的
指
向
」
は
「
恋
愛
感
情

又
は
性
的
感
情
の
対
象
と
な
る
性
別
に
つ
い
て
の
指

向
」、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
は
「
自

己
の
属
す
る
性
別
に
つ
い
て
の
認
識
に
関
す
る
そ
の

同
一
性
の
有
無
又
は
程
度
に
係
る
意
識
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
定
義
さ
れ
た
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
訳
と
し
て
「
性
同
一

性
」
と
「
性
自
認
」
が
併
存
し
て
お
り
、「
性
同
一

性
障
害
者
の
性
別
の
取
扱
い
の
特
例
に
関
す
る
法

律
」（
平
成
15
年
法
律
第
１
１
１
号
）
を
始
め
と
す

る
政
府
の
文
書
や
地
方
公
共
団
体
の
条
例
等
に
お
い

て
、い
ず
れ
も
使
用
さ
れ
て
き
た
。
国
会
審
議
で
は
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」、「
性
同
一
性
」

及
び
「
性
自
認
」
は
い
ず
れ
も
法
制
的
に
は
同
じ
意

味
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
条
例
を
始
め
と
す
る
行
政

文
書
に
お
け
る
文
言
や
表
現
の
変
更
は
、
本
法
が
要

請
す
る
と
こ
ろ
で
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
基
本
理
念
（
第
３
条
関
係
）

性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
多
様
性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
に
関
す
る

施
策
（
以
下
「
施
策
」
と
い
う
。）
は
、
憲
法
の
規

定
を
踏
ま
え
、「
全
て
の
国
民
が
、
そ
の
性
的
指
向
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又
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
か
か
わ
ら

ず
、
等
し
く
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
か
け
が
え
の

な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
の

理
念
に
の
っ
と
り
、「
性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
認
識
の
下
、「
相
互
に

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会

の
実
現
に
資
す
る
」
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
旨
、
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
な
お
、「
差
別
」
と
い
う
文
言
に
、
も
と
も

と
含
意
さ
れ
て
い
る
「
不
当
な
」
が
あ
え
て
付
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、国
会
審
議
に
お
い
て「
こ

こ
で
言
う
差
別
と
は
、
ま
さ
に
不
当
な
、
客
観
的
に

見
て
も
差
別
と
言
え
る
よ
う
な
も
の
を
指
し
て
い
る

と
い
う
趣
旨
を
確
認
、強
調
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
」

と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
国
の
役
割
等
（
第
４
条
か
ら
第
６
条
関
係
）

国
の
役
割
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
施
策
を

策
定
・
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
（
第
４
条
）、

地
方
自
治
体
の
役
割
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

国
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
、
施
策
の
策
定
・
実
施
に
努
め
る
こ
と
（
第
５

条
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
第
６
条
で
は
、
職
場
及
び
学
校
に
お
け
る

施
策
の
実
施
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

事
業
主
は
、
雇
用
す
る
労
働
者
の
理
解
の
増
進
に

自
ら
努
め
る
こ
と
、
学
校（

（
（

の
設
置
者
に
お
い
て
は
、

家
庭
及
び
地
域
住
民
そ
の
他
関
係
者
の
協
力
を
得
つ

つ
、
児
童
等
の
理
解
の
増
進
に
自
ら
努
め
る
こ
と
と

さ
れ
る
と
と
も
に
、
い
ず
れ
も
、
国
又
は
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
国
会
審
議
に
お
い
て
は
、
本
条
及
び
後
述

す
る
第
10
条
中
の
「
家
庭
及
び
地
域
住
民
そ
の
他
の

関
係
者
の
協
力
を
得
つ
つ
」
に
つ
い
て
、「
教
育
基

本
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
25
号
）
第
13
条
の
「
学
校
、

家
庭
及
び
地
域
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
教
育
に

お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
す
る
と
と

も
に
、
相
互
の
連
携
及
び
協
力
に
努
め
る
も
の
と
す

る
」
と
同
様
の
定
め
を
す
る
こ
と
が
法
律
と
し
て
の

安
定
性
を
高
め
る
」
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、

「
保
護
者
の
協
力
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
取
組
み
を
進

め
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
」
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
施
策
の
実
施
の
状
況
の
公
表
（
第
７
条
関
係
）

政
府
は
、
毎
年
１
回
、
施
策
の
実
施
の
状
況
を
公

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
基
本
計
画
（
第
８
条
関
係
）

政
府
は
、
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を

図
る
た
め
基
本
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
た
。
基
本
計
画
は
閣
議
に
お
い
て
決
定

さ
れ
、
お
お
む
ね
３
年
ご
と
に
、
施
策
の
効
果
に
関

す
る
評
価
を
踏
ま
え
た
検
討
の
上
、
必
要
に
応
じ
て

変
更
さ
れ
る
。
本
計
画
の
策
定
に
際
し
て
は
、「
関

係
者
、
現
場
を
知
る
専
門
家
の
御
意
見
を
伺
う
こ
と

は
大
変
重
要
」（
小
倉
將
信
・
共
生
社
会
担
当
大
臣（
当

時
））
と
の
認
識
の
下
、
可
能
な
限
り
幅
広
い
御
意

見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
適
切
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
と

な
る
。

（
７
）
学
術
研
究
等
（
第
９
条
関
係
）

国
は
、
性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に
関
す
る
学
術
研
究
そ
の
他
施

策
の
策
定
に
必
要
な
研
究
を
推
進
す
る
も
の
と
し
て

い
る
。

（
８
）
国
及
び
地
方
公
共
団
体
並
び
に
事
業
主
等
の

努
力
義
務
の
具
体
的
内
容
（
第
10
条
関
係
）

前
記
（
４
）
を
受
け
、
各
主
体
の
努
力
義
務
の
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
例
示
さ
れ
て
い
る
（
図
表
１

参
照
）。

図
表
１
の
措
置
の
内
容
に
掲
げ
ら
れ
た
措
置
は
あ

く
ま
で
「
必
要
な
措
置
」
の
例
示
で
あ
っ
て
、
こ
れ

に
限
ら
ず
、
理
解
の
増
進
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
べ
き
努
力
義
務
で
あ
る
こ
と
に
留
意
を
要
す
る
。

（
９
）
性
的
指
向
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

理
解
増
進
連
絡
会
議
（
第
11
条
関
係
）
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図表１　本法に規定する努力義務の例示

政
府
に
、
施
策
の
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
推
進
を

図
る
た
め
の
連
絡
調
整
を
行
う
「
性
的
指
向
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
理
解
増
進
連
絡
会
議
」

（
以
下
「
連
絡
会
議
」
と
い
う
。）
を
設
け
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
連
絡
会
議
は
、
令
和
５
年
８
月
９
日

の
設
置
以
降
、
３
回
開
催
さ
れ
た
（
図
表
２
参
照
、

令
和
６
年
１
月
12
日
現
在
）。

資
料
及
び
議
事
概
要
は
、
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
に
さ
れ
た
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

RL

：https://w
w

w
8.cao.go.jp/

rikaizoshin/m
eeting/index.htm

l

（
10
）
措
置
の
実
施
等
に
当
た
っ
て
の
留
意
（
第
12

条
関
係
）

こ
の
法
律
に
定
め
る
措
置
の
実
施
等
に
当
た
っ
て

は
、
性
的
指
向
又
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
国
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、留
意
す
る
も
の
と
し
、

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
政
府
は
、
そ
の
運
用
に
必
要

な
指
針
を
策
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
の
「
指
針
」
に
つ
い
て
は
、国
会
審
議
に
お
い
て
、

「
基
本
計
画
を
実
効
性
あ
ら
し
め
る
た
め
に
、
指
針

を
作
る
」、「（
基
本
計
画
を
進
め
る
た
め
の
）
具
体

的
な
運
用
の
い
わ
ゆ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
よ
う
な
指

針
」
等
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
条
中
の
「
全
て
の
国
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
留
意
す
る
」
に
つ
い

て
は
、
国
会
審
議
に
お
い
て
、
第
３
条
（
基
本
理
念
）

に
明
記
さ
れ
て
い
る
「
共
生
社
会
」
の
理
念
と
同
じ

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
強
調
す
る
趣
旨
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

実施主体 国・地方公共団体 事業主 学校（注１）の設置者（注２）

根拠条文 第 10 条第１項 第６条第１項 第 10 条第２項 第６条第２項 第 10 条第３項

措置の対象 国民 雇用する労働者 学校の児童等

措置の内容

知識の着実な普及 情報の提供

心身の発達に応じ
た教育及び学習の
振興

研修の実施
教育又は啓発 教育又は啓発

広報活動 普及啓発 普及啓発

各般の問題に対応
するための相談体
制の整備

就業環境の整備 就業環境に関する
相談体制の整備

教育環境の整備 教育環境に関する
相談体制の整備相談の機会の確保 相談の機会の確保

（注１）幼稚園及び特別支援学校の幼稚部を除く。（注２）第10条第３項では「学校の設置者及びその設置する学校」
【出典】筆者作成

【出典】内閣府HP

回数 年月日 主要議題

第１回 令和５年８月９日（水）
・小倉將信・内閣府特命担当大臣挨拶 
・各府省取組説明 
・その他

第２回 令和５年９月 26 日（火）

・加藤鮎子・内閣府特命担当大臣挨拶 
・概算要求とりまとめ報告 
・各府省取組説明（既存の学術研究等について） 
・その他

第３回 令和５年 12 月 14 日（木）
・有識者へのヒアリング 
・その他

図表２　連絡会議の開催状況
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（
11
）
そ
の
他
（
附
則
関
係
）

本
法
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
施
行
後
３
年
を
目
途

と
し
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
状
況
等
を
勘
案
し
、
検

討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措

置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

４　

令
和
６
年
度
予
算
政
府
案

基
本
計
画
及
び
指
針
の
策
定
に
向
け
た
検
討
や
施

策
を
実
施
す
る
た
め
の
予
算
に
つ
い
て
、
内
閣
府
の

令
和
６
年
度
予
算
政
府
案
に
約
５
１
０
０
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
①
有
識
者
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
等
に
よ
る
基
本
計
画
・
指
針
の
策
定
に
向

け
た
検
討
等
の
実
施
や
、
連
絡
会
議
の
事
務
局
と
し

て
会
議
の
企
画
・
運
営
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
関
係

省
庁
間
の
連
絡
調
整
、
施
策
の
実
施
状
況
の
取
り
ま

と
め
等
を
行
う
た
め
の
経
費
（
性
的
指
向
・
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
関
連
政
策
立
案
等
経
費
）

が
約
１
１
０
０
万
円
、
②
性
的
指
向
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に
つ
い
て
の
国
民
一

般
の
理
解
浸
透
度
に
係
る
調
査
や
当
事
者
等
や
海
外

制
度
に
係
る
具
体
的
調
査
の
実
施
に
向
け
て
、
必
要

な
調
査
手
法
や
留
意
点
等
の
基
本
的
知
識
を
収
集
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
等
を
行
う
た
め
の
経
費

（
性
的
指
向
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
関

連
学
術
研
究
等
推
進
経
費
）
が
約
３
４
０
０
万
円
、

③
国
民
一
般
の
理
解
増
進
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
等

の
周
知
・
広
報
等
を
行
う
た
め
の
経
費
（
性
的
指
向
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
関
連
知
識
普
及
等

経
費
）
が
約
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
他
、
内
閣
府
以
外
の
各
省
庁
に
お
い

て
も
、
そ
の
実
施
す
る
施
策
に
応
じ
て
必
要
な
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。

５　

終
わ
り
に

令
和
５
年
８
月
９
日
に
連
絡
会
議
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
本
法
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
組
が
始

動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
内
閣
府
と
し
て
は
、
関
係

省
庁
で
実
施
し
て
い
る
既
存
の
取
組
を
全
体
的
に
整

理
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
声
や
現
場
を
知
る
専

門
家
の
御
意
見
を
丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
、
基
本
計
画

等
の
策
定
に
向
け
た
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

一
方
で
、
第
１
条
に
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
国

民
の
理
解
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
現
状
を
踏
ま
え

る
と
、
理
解
の
増
進
に
関
す
る
取
組
に
停
滞
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
国
会
審
議
に
お
い
て
も
、
現
状
認

識
を
裏
付
け
る
複
数
の
学
術
研
究
が
参
考
人
か
ら
引

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
３
回
連
絡
会
議
に
お
い
て

も
、
日
高
康
晴
・
宝
塚
大
学
看
護
学
部
教
授
か
ら
報

告
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
主
、
学
校
の
設
置
者

等
に
お
か
れ
て
は
、
第
１
回
連
絡
会
議
に
お
け
る
小

倉
將
信
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
当
時
）
か
ら
の

発
言
の
と
お
り
、「
法
律
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
理
解

の
増
進
に
関
す
る
基
本
計
画
や
指
針
の
策
定
等
を
待

た
ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
所
掌
に
関
す
る
分
野
に
お
い
て
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
」
と
と
も
に
、

「
取
組
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
連

携
を
図
っ
て
い
く
」
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

本
稿
が
、地
方
公
共
団
体
職
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、

そ
の
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
施
策
の
策
定
及
び
実

施
（
第
５
条
）、
す
な
わ
ち
住
民
や
地
方
公
共
団
体

職
員
に
対
す
る
広
報
、
研
修
、
普
及
啓
発
、
相
談
体

制
や
就
業
環
境
の
整
備
等
（
第
６
条
、
第
10
条
）
に

向
け
た
取
組
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

政
府
と
し
て
は
、
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
も
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
方
も
含
め
た

全
て
の
人
々
が
お
互
い
の
人
権
や
尊
厳
を
大
切
に

し
、
生
き
生
き
と
し
た
人
生
を
享
受
で
き
る
社
会
の

実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携

を
図
り
つ
つ
、様
々
な
国
民
の
声
を
受
け
止
め
、し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。

注（
１
）
令
和
５
年
６
月
９
日
衆
議
院
内
閣
委
員
会
及
び
同

月
15
日
参
議
院
内
閣
委
員
会

（
２
）
幼
稚
園
及
び
特
別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
を
除
く
。


